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３ 要 旨  
 融雪時のパドックなど一時的に発生する低濃度畜産汚水には、原水の変動に対応できて維持管理に要す
る労力や経費の少ない処理施設が求められる。そこで、ラグーンとそれに連続した人工湿地をつくり、自然
浄化能力を調査した。  
 施設は、Ｕ字溝（長12m、幅1m、深さ0.6m）を4段に並べ、段ごとに区切りを付けた階段型ラグーン（以下、
ラグーンとする）とベントナイトで防水してリードカナリーグラスを植裁した人工湿地（350㎡）（以下、湿地とす
る）で構成した。施設は台風、埋雪でも破損や漏水等の事故は無かった。  
 融雪期、処理原水（BOD:220ppm、TN:111ppm、TP:30ppm）が22m3/日のときは、ラグーンと湿地でBODの
57%、TNの73%、TPの55%が除去された。このように、土地面積に余裕のある場合、自然浄化能を応用したラ
グーンと人工湿地は低濃度汚水の低コスト・省力的処理方法の一つとなることが確認できた。  
   

４ その他の資料等  
 （１）齋藤美緒ら、2003：自然浄化能を利用した開放型牛舎パドック由来の汚水処理、東北農業研究第56
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